
団体名：一般社団法人大雪山・山守隊 

事業名：「近自然工法による登山道修復教本」作成業務 

 

当団体は、生態系の復元を目的とした「近自然工法」の発想による登山道の管理を行なっ

ています。主に大雪山国立公園を中心に、行政や一般登山者、山岳関係者等と協働して登山

道の補修や植生復元作業等を行なっていますが、登山道荒廃の問題は全国のいたるところ

で深刻な状態となっており、各地で早急な対策が必要とされています。財政難や技術者・作

業者など人材不足、侵食に対する管理体制不足等数多くの問題があり行政の管理だけでは

荒廃を止められない状況の中、行政と一般登山者、地元関係者が協働で登山道補修を行なう

あり方は様々な場所に広がりつつあります。そのような状況の下、各地で補修に携わる関係

者等から補修作業の内容をまとめたものが求められるようになり、今回教本の作成を行な

いました。荒廃する登山道の現状や近自然工法による実践補修作業の内容を一つ冊子とし

てまとめることで、各地の登山道補修の現場においてその手助けとなることを目的として

います。 

近自然工法は「生態系の復元」が目標であり、生態系への理解や、徹底した現場観察、侵

食メカニズムの知識、景観に合わせる感性を大切にすることなど、今までの登山道整備より

も多くの知識・技術・感性が必要になります。その為、施工方法の解説だけではなく、考え

方の部分を多く入れ込んだ冊子となっています。また、具体的な施工事例については、大雪

山国立公園をはじめとして、小笠原諸島や北アルプス、九州阿蘇山等様々な場所での事例、

施工写真を使用しています。同様の侵食状況に対しても場所によって様々な対処方法があ

ることの記載を行なうことで、各地でその場所にあった施工方法を見つけ出すヒントにな

ればと思っています。 

 今後は登山道補修イベントの参加者や補修に関わる方々に広く配布を行なう予定です。

今回冊子作成に当たり助成をしていただいた（一財）前田一歩園財団さんに感謝申し上げま

す。 

 

登山道修復教本「近自然工法で登山道を直す～生態系の復元を目指すアイデア」 

A5 判で表紙を含め 52 ページ、500 部 

内容：登山道整備の目的・登山道侵食の始まりと進み方・近自然工法の現場での考え方・侵

食の原因を見極める・現場にある資材・施工の順序を決める・荷上げとチェンソー・作業道

具・施工者の心得【施工のやり方】ガリー侵食への対応・導流工・木柵階段工・石組み階段・

トラバース路・ぬかるみ対策【コラム】自然の真似をすること・管理システムは見直しの時

期・石組みはちょームズイ・ボランティアの時代へ 

 

※完成した教本は、今後登山道補修参加者や希望者へ配布予定です。数に限りはありますが、

興味のある方は大雪山・山守隊（yamamoritai@gmail.com）までご連絡ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


